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広報広報 2011年

月号
No.634

Ｐ.3～5
Ｐ.2 東北地方太平洋沖地震被災地支援へ

議会だより
地域づくり（下三瀬）
大台町男女共同参画住民アンケート調査結果
人事異動のお知らせ
情報広場Ｐ.20～21

Ｐ.10～12
Ｐ.14

４月号
の
内　容

町のうごき（平成23年２月末現在）　男性4,978人　女性5,588人　合計10,566人　世帯数4,231世帯

～表紙の写真～

　３月１１日、グリーンプラザおお

だい（栃原）で行われた「卒園茶会」

の１コマです。日進抹茶サークルの

協力により、日進保育園の卒園児が

“お抹茶”を体験しました。



○

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
国
内
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
９
・

０
、
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
言
葉

を
失
う
よ
う
な
ま
さ
に
激
甚
な
災

害
と
な
り
、
深
刻
な
被
害
状
況
の

報
道
を
見
る
度
、
居
た
堪
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　
こ
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
全
て
の

被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
も
、
平
成
16
年
に
は
豪
雨

で
７
名
の
方
が
亡
く
な
る
大
災
害

を
経
験
し
ま
し
た
。
以
来
、
雨
量

監
視
シ
ス
テ
ム
や
防
災
行
政
無
線
、

戸
別
受
信
機
の
各
戸
設
置
、
自
主

防
災
体
制
の
推
進
な
ど
、
防
ぐ
こ

と
の
で
き
な
い
自
然
災
害
に
も
決

し
て
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
災
害
は
、
町
民
の
皆
様
や
地
域
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
被
害

を
防
ぎ
、
乗
り
越
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
と
し
ま
し

て
も
、
今
後
一
層
、
安
全
・
安
心

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

風
水
害
や
大
地
震
に
対
す
る
自
己

防
衛
の
意
識
を
一
層
高
め
て
い
た

だ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

対
し
ま
し
て
、
町
と
し
て
も
で
き

る
範
囲
で
支
援
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
各
種

団
体
で
の
義
援
金
活
動
も
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
ご

協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
被
災
地
域
の
状
況
は

大
変
厳
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
か
苦
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
、

一
日
も
早
い
復
旧
と
被
災
者
の
方

々
の
生
活
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
大
台
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
武
義

　
『
大
台
町
町
民
義
援
金
実
行
委

員
会
』
で
は
、
次
の
と
お
り
義
援

金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
義
援
金
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
、
被
災
地
に
送

り
ま
す
。

構
成
団
体

・
大
台
町
社
会
福
祉
協
議
会 

・
大

台
町
区
長
連
絡
員
親
睦
会 

・
大
台

町
商
工
会
・
宮
川
森
林
組
合 

・
宮

川
上
流
漁
業
共
同
組
合 

・
大
台
町

茶
業
組
合

募
金
箱
の
設
置
場
所
と
期
間

　
募
金
箱
は
、
平
成
23
年
４
月
30

日
ま
で
、
役
場
本
庁
、
宮
川
総
合

支
所
、
各
出
張
所
な
ど
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
３
月
22
日
か
ら
保
存

食
や
紙
お
む
つ
、
乾
電
池
な
ど
の

支
援
物
資
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
物

資
は
、
三
重
県
を
通
し
て
被
災
地

へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
、
多
く
の
支
援
物
資
の
提
供

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
受
け
付
け

た
全
て
の
支
援
物
資
を
被
災
地
へ

搬
送
で
き
な
い
状
況
で
す
の
で
、

県
の
指
示
に
よ
り
４
月
３
日
で
受

け
付
け
を
一
時
停
止
し
ま
し
た
。

　
受
け
付
け
再
開
時
に
は
、
文
字

放
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報おおだい ２平成２３年４月号

東
北
地
方

　
太
平
洋
沖
地
震
の

　
　
　
発
生
に
あ
た
り

・
義
援
金
に
つ
い
て
・

支
援
物
資
の
受
け
付
け
を

　
　
　
　
一
時
停
止
し
ま
し
た

被
災
地
へ
支
援
を

被
災
地
へ
支
援
を

　
３
月
24
日
、
町
の
予
算
（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
15
号
）
か
ら
、
義

援
金
２
０
０
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地
へ
送
り
ま
し
た
。

　
３
月
31
日
、
支
援
要
請
の
あ
っ
た
福
島
県
相
馬
市
と
飯
舘
村
に
、

合
わ
せ
て
１
０
０
万
円
分
の
野
菜
と
米
を
届
け
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
か
ら
５
日
間
、
保
健
師
１
名
を
被
災
地
へ
派
遣
し
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
支
援
要
請
を
受
け
た
場
合
は
で
き
る
限
り
の
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町が実施した
支援の状況



●
大
台
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

　
命
に
つ
い
て
（
教
育
委
員
会
委

　
員
に
西
村
用
藏
氏(

栃
原)

を
任

　
命
）

●
平
成
22
年
度
社
会
資
本
整
備
総

　
合
交
付
金
事
業
新
宮
川
橋
橋
梁

　
整
備
工
事
（
下
部
工
）
請
負
契

　
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
掘
削
の

　
結
果
、
当
初
よ
り
浅
く
岩
盤
が

　
露
出
し
た
た
め
、
掘
削
費
用
が

　
増
加
し
た
た
め
変
更
し
た
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算(

第
13
号)

（
国
の
地

　
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時

　
交
付
金
を
受
け
、
公
共
施
設
等

　
の
修
繕
予
算
を
計
上
し
た
）

●
大
台
町
町
道
路
線
の
変
更
に
つ

　
い
て(

本
郷
岡
ヶ
野
線)

　
（
県
道
相
鹿
瀬
大
台
線
の
柳
原

　
橋
の
架
け
替
え
に
伴
い
町
道
の

　
終
点
を
変
更
し
た
）

●
大
台
町
町
道
路
線
の
変
更
に
つ

　
い
て(

新
大
杉
谷
２
号
線)

（
県

　
に
よ
る
国
道
４
２
２
号
の
八
知

　
山
ト
ン
ネ
ル
の
改
良
計
画
に
伴

　
い
町
道
の
起
点
を
変
更
し
た
）

●
大
台
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定

　
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
下

　
の
表
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を

　
定
め
た
）

●
大
台
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
（
昨
年
10
月
に
制

　
定
さ
れ
た
三
重
県
暴
力
団
排
除

　
条
例
に
呼
応
し
、
町
民
の
安
全

　
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
し
、
社

　
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
を

　
促
す
た
め
に
制
定
し
た
）

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

同
　
意

議
　
案

議
　
案

　
　
平
成
23
年
大
台
町
議
会
第
１
回
臨
時
会
、
第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ

れ
た
議
案
を
報
告
し
ま
す
。
各
議
案
の
後
に
記
載
し
た
（
　
）
内
は
、
各

議
案
の
主
な
内
容
や
概
要
で
す
。

　
な
お
、
臨
時
会
お
よ
び
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会
の
報
告

平
成
23
年
２
月
14
日
開
催

第
１
回
定
例
会
の
報
告

平
成
23
年
３
月
７
日
〜
18
日
開
催

指定管理者の一覧

宮川歯科診療所

むらびと工房

集落生活改善センター

栗谷ふれあいセンター

奥伊勢フォレストピア
（宮川山荘ほか）
奥伊勢フォレストピア
（森の国工房ほか）

(社)松阪地区歯科医師会

(株)宮川観光振興公社

みやがわむらびと工房協議会

所在地の区

栗谷区

宮川特産品加工施設

乾燥調製施設

公園

林業総合センター

簡易給水施設

(株)宮川物産

(有)みのり会

宮川森林組合

所在地の簡易給水施設利用組合

施設名 指定管理者 施設名 指定管理者

奥伊勢フォレストピア
森の国運営協議会

所在地の区または
区に所属する団体

○広報おおだい平成２３年４月号3

議会報告



●
大
台
町
例
規
集
の
内
容
点
検
に

　
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
例

　
規
集
の
点
検
の
結
果
、
条
例
24

　
本
を
改
正
し
た
）

●
大
台
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
に
つ
い
て
（
育
児
休
業

　
法
の
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職

　
員
が
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

　
よ
う
に
し
た
）

●
大
台
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
つ
い
て
（
大
杉
谷
地
域
で
活
動

　
す
る
集
落
支
援
員
の
報
酬
や
男

　
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
委

　
員
の
旅
費
な
ど
を
規
定
し
た
）

●
大
台
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

　
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　
て
（
町
長
の
給
料
10
％
、
副
町

　
長
の
給
料
５
％
を
減
額
す
る
措

　
置
を
継
続
し
た
）

●
大
台
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

　
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
に
つ
い
て
（
教
育
長
の
給
料

　
２
％
を
減
額
す
る
措
置
を
継
続

　
し
た
）

●
大
台
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
（
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

　
後
３
年
間
設
置
す
る
こ
と
と
さ

　
れ
て
い
た
が
、
そ
の
期
間
が
経

　
過
し
た
た
め
廃
止
し
た
）

●
大
台
町
宮
川
地
域
総
合
セ
ン
タ

　
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
に
つ
い
て
（
大
杉
谷
地
域
総

　
合
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に
整
備

　
し
た
体
験
型
施
設
薪
風
呂
の
使

　
用
料
を
規
定
し
た
）

●
大
台
町
営
若
者
住
宅
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
（
若
者
住
宅
を
売
り
払
う
こ
と

　
が
で
き
る
規
定
を
追
加
し
た
）

●
林
道
茂
原
支
線
災
害
復
旧
工
事

　
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
８，
７
４
７
万
０，
２
５
０
円
で

　
カ
ネ
セ
建
設(

株)

と
契
約
す
る

　
こ
と
の
承
認
を
得
た
）

●
大
台
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
に
つ
い
て
（
災
害
等
の
危
機
管

　
理
業
務
を
担
当
す
る
特
命
監
の

　
職
を
置
く
こ
と
を
規
定
し
た
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算(

第
14
号)

(

各
事
業

　
の
精
算
見
込
み
に
よ
る
増
減
と
、

　
国
の
住
民
生
活
に
光
を
注
ぐ
交

　
付
金
を
受
け
て
行
う
事
業
の
増

　
額
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算(

第
15
号)

(

東
北
地

　
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
へ

　
送
る
災
害
見
舞
金
等
を
計
上
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
国
民
健
康

　
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　(

第
４
号)

(

医
療
費
お
よ
び
財

　
源
の
精
査
に
よ
る
減
額
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
簡
易
水
道

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
５
号)

(
入
札
差
金
な
ど
に
よ
る

　
減
額
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
住
宅
新
築

　
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

　
正
予
算(

第
１
号)

(

事
業
収
入

　
減
に
よ
る
繰
入
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
介
護
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
３
号)

(

保
険
料
収
入
の
減
に
よ

　
る
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
生
活
排
水

　
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　(

第
４
号)

(

浄
化
槽
設
置
基
数

　
減
に
よ
る
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
後
期
高
齢

　
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算(

第
３
号)

(

広
域
連
合
へ
の

　
事
務
負
担
金
減
に
よ
る
補
正
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
国
民
健
康

　
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　(

第
３
号)

(

運
営
補
助
金
の
受

　
け
入
れ
や
医
師
、
栄
養
士
の
異

　
動
に
伴
う
給
与
費
の
増
額
補
正
）

議会報告
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平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
成
23
年
度
大
台
町
一
般
会
計

　
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
国
民
健
康

　
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
簡
易
水
道

　
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
住
宅
新
築

　
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予

　
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
介
護
保
険

　
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
生
活
排
水

　
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
後
期
高
齢

　
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
23
年
度
大
台
町
国
民
健
康

　
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

※
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

　
役
場
本
庁
、
宮
川
総
合
支
所
、

　
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

国民健康保険事業
簡易水道事業
住宅新築資金等貸付事業
介護保険事業
生活排水処理事業
後期高齢者医療事業
国民健康保険病院事業

平成23年度の予算額
11億9,224万3千円
12億7,232万4千円

447万8千円
11億5,549万円0　
 3億7,602万8千円
 2億5,623万2千円
5億5,168万8千円

特別会計の予算額

●
●
●
●
●

ア
イ
ウ
エ
オ

●ア

●ウ

●エ
●オ

●イ

●
●
●
●

農林水産業費
商工費
消防費
教育費
その他（予備費）など

カ
キ
ク
ケ

●カ
●キ

●ク
●ケ

3億7,808万1千円
4,940万7千円

3億8,523万3千円
4億4,739万7千円

320万4千円

平成２３年度大台町の予算総額は

１１２億９,９４８万３千円
（前年比１０．２%増）

うち 一般会計予算額　６４億９,１００万円
うち 特別会計予算額　４８億０,８４８万３千円

詳しくは５月に配布予定の『わかりやすい予算書』をご覧ください。

地方消費税交付金
国県支出金
繰入金
町　債
その他

8,000万0千円
8億2,864万8千円
2億1,581万1千円
10億5,290万0千円
4億1,435万6千円

一般会計歳入 一般会計歳出

町　税
9億9,928万5千円

地方交付税
29億0,000万0千円

議会費　8,321万4千円

総務費
8億9,693万2千円

民生費
14億2,604万7千円

衛生費
11億6,993万2千円

公債費
8億7,151万9千円 総務費

8億9,693万2千円

民生費
14億2,604万7千円

衛生費
11億6,993万2千円

土木費
7億8,003万4千円

公債費
8億7,151万9千円

特 別 会 計
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平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体

制
が
「
複
雑
ま
た
は
困
難
な
相
談
」

に
対
応
で
き
る
よ
う
変
わ
り
ま
し

た
。

電
話
相
談
（
祝
日
を
除
く
）

�
ひ
き
こ
も
り
専
門
電
話
相
談
、

　
依
存
症
専
門
電
話
相
談

　
1
０
５
９
ー
２
５
３
ー
７
８
２
６

　
（
毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

�
自
殺
予
防
・

　
自
死
遺
族
電
話
相
談

　
1
０
５
９
ー
２
５
３
ー
７
８
２
３
　

　
（
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

�

面
接
相
談

　
　(

予
約
制)(

祝
日
を
除
く)

1
０
５
９
ー
２
５
３
ー
７
８
２
６

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
７
８
２
３

�
ひ
き
こ
も
り
面
接
相
談

　
（
毎
週
木
曜
日
）

�
依
存
症
面
接
相
談

　
（
毎
週
金
曜
日
）

�
自
殺
予
防
・

　
自
死
遺
族
面
接
相
談

　
（
毎
週
火
曜
日
）

�
精
神
科
医
に
よ
る
面
接
相
談

　
﹇
依
存
症
関
連
﹈

　
（
原
則
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日)

�
精
神
科
医
に
よ
る
面
接
相
談

　
﹇
ひ
き
こ
も
り
、
自
殺
予
防
関

　
　
連
等
﹈(

原
則
毎
週
金
曜
日)

そ
の
他
（
祝
日
を
除
く
）

�
こ
こ
ろ
の
傾
聴
テ
レ
フ
ォ
ン

　
対
象
…
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
話
し

　
た
い
方

　
1
０
５
９
ー
２
２
３
ー
５
２
３
７

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
５
２
３
８

（
平
日
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

　
時
）�

�
家
族
に
よ
る
電
話
相
談
、
家
族

　
サ
ロ
ン
・
面
接
相
談

　
対
象
…
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
家

　
族
の
方

　
1
０
５
９
ー
２
７
１
ー
５
８
０
８

　
（
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
前
10

　
　
時
〜
午
後
４
時
）�

■
役
場
町
民
福
祉
課

1
８
２
ー
３
７
８
３

◆ 助成事業の概要 ◆

海外研修事業

国内研修視察事業

ホームヘルパー
資格取得研修

狩猟免許
取得事業
災害支援等

国内ボランティア
活動事業
新たな

まちづくり事業

事業の種類 対象 助成金 対象経費 その他の条件
対象経費の１／３以内、
上限３０万円

※その他、国や県、町の補助金や助成金を受けている活動は対象となりません。
※個人は、大台町に１年以上居住する１５歳以上で、団体は前述の個人の方５名以上で構成し、
　代表者や活動内容等の会則を定める団体とします。
※上記以外に、詳細な条件や実績報告の義務等があります。

詳しくは、役場企画課（1８２－３７８２）までお問い合わせください。

大台町 人材育成事業の助成金制度
　大台町では、個性的で活力あるまちづくりを推進するため、個人や団体に対する人材育
成事業助成金制度を行っていますので、対象となる活動をされる場合はご利用ください。

問

個人

個人

個人

個人

個人

団体

対象経費の１／２以内、
上限３万円

対象経費の１／２以内、
上限３万円

対象経費
上限２万円

対象経費の１／２以内、
上限３万円

対象経費
上限１０万円

交通費、宿泊費、
研修費

交通費、宿泊費、
研修費

受講料
資料代

受講料、試験料、
診断書料

交通費
宿泊費

労務費を除く
運営経費

１人１回。
90日間以上のもの。

１人１回。
３日間以上のもの。

１人１回。
５日間以上のもの。

１人１回。
わな及び第１種猟銃。

１人１回。
３日間以上のもの。
産業振興、社会研究活動は最
長３年、文化、伝統、芸能活
動は最長５年継続して助成。

問

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
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今
回
は
、
下
三
瀬
区
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
下
三
瀬
区
を
代
表

し
て
角
谷
幸
松
区
長
か
ら
ご
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
入
っ
て
早
々
に
、

「
や
ま
び
こ
対
話
」
に
て
尾
上
町

長
と
話
が
で
き
ま
し
た
。
「
三
瀬

の
渡
し
」
復
活
に
向
け
て
の
相
談

で
す
。

　
そ
の
頃
か
ら
、
熊
野
古
道
客
も

ち
ら
ほ
ら
と
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
よ
り
そ
の
想
い
が
強
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内

で
も
賛
同
し
て
下
さ
る
方
も
集
ま

り
、
ま
た
と
な
い
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
場
所
は
、
出
合
い
な
ど
で

区
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
得
て
草
刈

り
な
ど
を
し
て
保
全
に
努
め
て
き

た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
訪
れ
た
方
々
に
見
に
来
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
　

　
そ
の
よ
う
な
話
を
踏
ま
え
、
同

年
８
月
に
は
、
三
重
県
や
役
場
の

協
力
も
あ
り
、
地
元
学
の
手
法
を

借
り
て
下
三
瀬
を
今
一
度
、
見
つ

め
直
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
北
畠
氏
の
こ
と
、

宮
川
を
使
っ
た
水
運
に
よ
り
物
流

の
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
食
べ
物
の

こ
と
な
ど
下
三
瀬
の
個
性
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
下
三
瀬
は
改
め

て
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
に
は
、
大
台
町

ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会
、
名
古
屋

の
ツ
ア
ー
会
社
と
提
携
し
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
に
地
域
の
漬
物
を
振
舞

っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
、
下
三
瀬
の
特
産
品
と
し
て

売
り
出
し
た
い
と
い
う
新
た
な
夢

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
大
台
町
観
光
協
会
と

連
携
し
、
初
め
て
木
舟
を
浮
か
べ

て
渡
し
舟
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
我
々
も
事
前
に
は
練
習
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
お
客
様

に
緊
張
し
、
多
少
の
失
礼
は
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
乗
船
中
の

笑
顔
や
喜
び
の
声
を
聞
い
て
や
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
足
が
か
り
と
体
験
を

積
み
重
ね
る
中
で
更
な
る
輪
を
広

げ
た
い
と
想
い
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
動
き
は
、

地
域
の
資
源
に
光
を
当
て
る
の
も

そ
う
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
で
先

行
き
不
安
な
中
で
少
し
で
も
光
を

灯
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
、
専
門
家
を
招
い
て

集
落
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
集
落

機
能
再
生
き
っ
か
け
づ
く
り
支
援

事
業
」
が
あ
る
と
聞
き
、
実
施
に

向
け
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
区
民
約
30
名
が
集
ま
っ
て
話
し

合
い
、
提
案
を
し
た
結
果
、
「
三

瀬
の
渡
し
復
活
」
が
最
重
要
項
目

と
し
て
選
出
さ
れ
、
や
ろ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
一

同
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
提
案
に
は
、
遊
休
農
地

や
竹
林
、
農
業
施
設
の
整
備
な
ど

環
境
面
を
重
視
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　
区
民
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ほ
ど
に

地
域
の
事
を
考
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
嬉
し
か
っ
た
と
同
時
に
、

違
う
視
点
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地元の良さを再発見「地元学」

きっかけづくり支援事業での話し合い

ツアー会社によるウォーキングイベント

下
三
瀬
区
の
取
り
組
み

下
三
瀬
区
の
取
り
組
み

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
紹
介
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まちのできごと

三
重
県
消
防
職
員

意
見
発
表
会
に
出
場

自
動
車
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

故
松
原
隆
之
助
さ
ん

旭
日
單
光
章
を
受
章

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
の

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
２
月
15
日
、
紀
勢
地
区
広
域
消

防
組
合
で
職
員
の
資
質
の
向
上
と

自
己
研
鑽
を
目
的
と
し
て
第
８
回

紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
職

員
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
奥

伊
勢
消
防
署
宮
川
出
張
所
の
森
雅

司
さ
ん(

上
菅)

が
最
優
秀
賞
を
授

賞
し
、
４
月
８
日
に
伊
賀
市
で
行

わ
れ
る
第
34
回
三
重
県
消
防
職
員

意
見
発
表
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
森
さ
ん
は
、
「
お
も
い
や
り
と

も
て
な
し
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
６

年
前
の
宮
川
豪
雨
災
害
の
経
験
を

通
じ
て
、
消
防
職
員
と
し
て
被
災

者
に
対
す
る
心
の
持
ち
方
、
接
し

方
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

県の発表会に出場する森雅司さん

目録を手渡す冨山俊雄さん

　
３
月
10
日
、
長
谷
川
孝
さ
ん
、

美
洋
さ
ん
ご
夫
妻
（
柳
原
）
が
大

台
町
役
場
を
訪
れ
、
宮
川
福
祉
施

設
組
合
へ
の
寄
付
金
２
５
０，
３
３

３
円
を
尾
上
町
長
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
長
谷
川
さ
ん
ご
夫
妻
は
「
『
は

せ
川
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
』

を
開
催
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
賛

同
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
参
加
料
と
、
町
内
外
の
事

業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
金
で
す
。
老
人
福
祉
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

寄贈していただいた自動車

故松原隆之助さん

勲章を受ける松原多豆さん

寄付金を手渡す長谷川孝さん、美洋さん

　
故
松
原

隆
之
助
さ

ん
が
旭
日

單
光
章
を

受
章
さ
れ
、

２
月
28
日

に
尾
上
町
長
が
松
原
隆
之
助
さ
ん

の
自
宅
を
訪
れ
、
妻
の
多
豆
さ
ん

に
伝
達
し
ま
し
た
。

　
松
原
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら

22
年
ま
で
の
間
に
、
旧
宮
川
村
議

会
議
員
を
３
期
、
合
併
後
の
大
台

町
議
会
議
員
を
１
期
務
め
ら
れ
、

地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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２
月
28
日
、

冨
山
俊
雄
さ
ん

（
佐
原
）
が
大
台

町
役
場
を
訪
れ
、

町
に
自
動
車
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
冨
山
さ
ん
は

「
地
域
の
た
め
に
何
か
役
に
立
つ

こ
と
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
実
現
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
自
動
車

は
、
報
徳
病
院
で
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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奥伊勢フォトクラブメンバー

伊藤　鴻さん（上三瀬）

町 で 輝 く 元 気 な 人 々 を 紹 介 し ま す
町で見かける元気な方－
物知り・達人・ユニークな特技
等をお持ちの方を探しています。
自薦他薦は問いませんので、役
場企画課までお知らせください。

同
じ
被
写
体
で
も
天
気
で
顔
が
違
う
―

同
じ
被
写
体
で
も
天
気
で
顔
が
違
う
―

いとう ひとし

　
今
月
は
、
写
真
撮
影
と
カ
ラ
オ
ケ
を
趣
味
に

持
ち
、
こ
の
度
宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議

会『
清
流
宮
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
』

で
協
議
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
伊
藤
鴻
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
伊
藤
さ
ん
が
写
真
撮
影
を
始
め
ら
れ
た
の
は

約
10
年
前
。
「
何
か
趣
味
を
持
た
な
あ
か
ん
」

と
思
い
、
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
奥

伊
勢
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
町
内
を
問
わ

ず
県
内
外
へ
も
撮
影
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
の
撮
影
旅
行
や
仲
間
と
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
の
撮
影
談
義
も
楽
し
み
だ
そ

う
で
す
。

　
取
材
に
う
か
が
っ
た
こ
の
日
は
、
母
屋
か
ら

少
し
離
れ
た
趣
味
の
部
屋
で
、
こ
れ
ま
で
に
撮

影
し
た
写
真
や
お
気
に
入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
十
八
番
は
渥
美
二
郎
の

『
夢
追
い
酒
』
。
月
２
回
町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
ク

ラ
ブ
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
じ
っ

と
座
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
何
か
動
い
と
ら
ん
と
お
れ

ん
の
さ
。
」
と
伊
藤
さ
ん
。
カ
メ
ラ
を
握

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
特
に
天
気
を
見

な
が
ら
『
今
行
っ
た
ら
え
え
の
が
撮
れ
る

！
』
と
思
う
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
飛
び
出

す
そ
う
で
す
。
「
大
事
な
の
は
、
ポ
ジ
シ

ョ
ン
、
天
気
、
カ
メ
ラ
の
機
能
を
十
分
に

把
握
す
る
こ
と
。
同
じ
被
写
体
で
も
天
気
や
朝

昼
晩
で
顔
が
違
う
。
そ
れ
と
、
こ
こ
と
決
め
た

ら
何
度
も
足
を
運
ぶ
こ
と
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
思
案
し
、
気
長
に
撮
影
に
挑
ん
で

出
来
上
が
っ
て
く
る
写
真
が
と
て
も
楽
し
み
だ

そ
う
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
吉
田
先
生
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
ご
自
身
で
も
上
手
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い

る
伊
藤
さ
ん
。
今

回
の
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
の
他
に
、
一

昨
年
に
は
同
コ
ン

テ
ス
ト
で
銀
賞
も

受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も

素
敵
な
写
真
を
と

り
続
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

宮川流域ルネッサンス協議会
賞受賞の彰状を手に、喜びの
笑顔を見せる伊藤さん。

宮川流域ルネッサンス協議会
賞受賞の彰状を手に、喜びの
笑顔を見せる伊藤さん。

○

　
３
月
14
日
、
道
の
駅
奥
伊
勢
お

お
だ
い
の
正
面
入
り
口
の
上
に
、

宮
坊
と
チ
ャ
ミ
ー
の
新
し
い
看
板

が
設
置
さ
れ
、
製
作
を
担
当
し
た

宮
川
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
形

を
し
た
板
は
、
道
の
駅
で
「
わ
い

わ
い
市
」
を
開
催
し
て
い
る
皆
さ

ん
が
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
川
高
校
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
の
授
業
を
選
択
し
た
生
徒
７
名

が
、
約
３
週
間
を
か
け
て
色
を
塗

り
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

広報おおだい
平成２３年４月号9

道
の
駅
に
新
し
い
看
板

完
成
し
た
看
板
と
宮
高
生
の
皆
さ
ん

受賞作品『釣り大会』。宮川大橋（下真
手）の映り込みを旧橋から撮影。ボート
が進む水面の動きが躍動感を伝える。

受賞作品『釣り大会』。宮川大橋（下真
手）の映り込みを旧橋から撮影。ボート
が進む水面の動きが躍動感を伝える。



大台町男女共同参画住民アンケート調査結果（No.２）大台町男女共同参画住民アンケート調査結果（No.２）
　先月号に引き続き、男女共同参画に関する住民意識調査の結果を報告いたします。

（１）家庭内の仕事の分担について
◆あなたの家庭では、１～13のそれぞれについて、夫婦間でどのように行っていますか。

　１～13の日常的な家事等は“ほとんど妻”の割合が高く、特に「１．食事の支度」「２．食事
の後片付け」「８．洗濯」が高い。一方、「12．親戚との付き合い」と「13．近所との付き合い」
は“平等に分担”の割合が高くなっている。
　また「９．高額商品の購入決定」、「10．生活費の確保」、「11．ＰＴＡや地域の行事参加」は
“ほとんど夫”の方が“ほとんど妻”よりも割合が高くなっている。

（２）女性の職業で望ましい形態について
◆女性の職業へのかかわり方について、あなたはどのような形がもっとも望ましいと思いますか。

1．食事の支度

2．食事の後片付け

3．家の掃除

4．入浴の準備および風呂場の掃除

5．日常の買い物

6．日常の家計管理

7．日常のゴミ捨て

8．洗濯

9．高額な商品の購入決定

10．生活費の確保

11．PTAや地域の行事参加

12．親戚との付き合い

13．近所との付き合い�

結婚して子どもが生まれた後も、職業を持ち続ける
結婚するまでは職業を持つが、その後は持たない
結婚して子どもができた後は仕事を持たない
一時的に仕事をやめ、子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ
職業は一生持たない
その他・無回答

女

男

67.7�

62.8�

58.5�

42.3�

61.4�

60.5�

39.8�

66.2�

9.7�

17.2�

12.3�

14.9�

17.7

2.02.2

2.2

2.96.9

4.6

13.3

15.0

15.7

14.9

15.4�

16.0�

16.5�

16.6�

18.0�

15.8�

16.3�

17.4�

16.8�

22.6�

15.7�

15.5

ほとんど妻

ほとんど夫

平等に分担

その他

無回答

【凡例】左から

【
凡
例
】
左
か
ら

○広報おおだい 10平成２３年４月号

6.0 6.9 8.6

6.6 8.8

3.56.6

25.3

21.8

19.5 6.3 18.5

10.6

22.6 28.0 22.3

31.4 19.8 14.7

17.7 21.8 25.6

7.1 43.1 19.2

4.8 40.2 21.9

21.6

17.4

1.83.3

1.4 5.1

0.7 16.5

15.41.1

56.2

59.4

2.64.3

数字は％



（３－１）女性は働きやすい状況にあるか
◆あなたは、現在の女性は働きやすい状況にあると思いますか。

（３－２）働きやすくない理由
◆働きやすくない理由はなんですか。

　男女とも「１．働く場が限られている」が最も多く、以下「２．労働条件が整っていない」、
�「３．保育施設が整備されていない」、「４．昇進・給与等に男女の差別的扱いがある」と続
いている。
�また「５．家庭の理解・協力が得にくい」は、男性の4.9％に対して女性は28.1％と、割合が
高くなっている。

1.働く場が限られているから

2.労働条件が整っていないから

3.保育施設が整備されていないから

4.昇進・給与などに男女の差別的扱いがあるから

5.家族の理解･協力が得にくいから

6.男は仕事、女は家庭という社会通念があるから

7.能力発揮の場が少ないから

8.結婚・出産退職の慣行があるから

9.その他・無回答

男性　　　女性

59.0�

41.7�

35.4�

21.5�

4.9�

16.0�

14.6�

13.9�

6.3

52.5

○広報おおだい平成２３年４月号11

　男女とも同じような傾向になっており、「４．一時的に仕事をやめ、子育ての時期が過ぎたら
再び職業を持つ」がもっとも割合が高く、いずれも過半数を超えている。

　男女とも同じような傾向になっており、全体で「１．そう思う」は２２．３％にとどまり、半
数近くが「２．そう思わない」となっている。

47.0�

35.9�

18.4�

28.1�

17.1�

12.4�

9.7�

9.2

１．そうそう思う
２．そう思わない
３．わからない

全体

女

男

【
凡
例
】
左
か
ら

【凡例】

22.3

18.9

33.0

33.3

44.8

47.8

26.3 32.641.1



◆あなたは次のどのような活動をしていますか。

　全体では「９．参加していない」が最も多くなっている。活動しているなかでは男性、女性と
もに「１．町内会・自治会等の活動」が最も多く、特に男性はその割合が高くなっている。
�　また「２．ＰＴＡ活動」、「４．ＮＰＯやボランティアなどの市民活動」、「７．消費者団
体・生活協同組合等の消費者活動」は男性よりも女性の割合が高くなっている。

（複数回答）

■役場企画課　1８２－３７８２問

○広報おおだい 12平成２３年４月号

1.町内会･自治会等の活動

2.PTA活動

3.青年団体･女性団体･老人団体等の活動

4.NPOやボランティアなどの市民活動

5.子ども会などの青少年育成活動

6.県･町の審議会･委員会

7.消費者団体・生活協同組合等の消費者活動

8.その他の社会活動

9.参加していない

10.無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

（４）地域活動の参加状況

　
一
人
ひ
と
り
が
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

町
で
は
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
計
画
づ
く
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

町
内
に
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

■
募
集
人
員

男
性
１
名
、
女
性
１
名

■
委
員
任
期

　
委
嘱
日
か
ら
計
画
策
定
ま
で
。

※
期
間
中
に
５
回
程
度
の
委
員
会

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間

平
成
23
年
４
月
20
日
（
水
）
ま
で

（
必
着
）

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

を
記
入
し
、
応
募
理
由
（
原
稿
用

紙
１
枚
程
度
）
を
添
付
し
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
企
画
課
窓
口
で

配
布
す
る
ほ
か
、
大
台
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
応
募
先

　
企
画
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
い
た
だ
い
た
書
類
は
お
返
し

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
選
考

　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
、
結

果
は
応
募
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
役
場
企
画
課

1
８
２
ー
３
７
８
２

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
委
員
募
集

基
本
計
画
策
定
委
員
募
集

問

全体
女性
男性



○

　
「
森
の
な
か
の
お
部
屋
」
と
は
、

大
杉
谷
自
然
学
校
の
事
務
室
の
隣

に
あ
る
図
書
室
。
春
は
満
開
の
桜

の
古
木
が
一
望
、
秋
は
キ
ン
モ
ク

セ
イ
が
香
り
ま
す
。
部
屋
の
奥
に

は
宮
川
が
望
め
四
季
折
々
の
美
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
静
か
な
図
書
室
で
ゆ
っ
く

り
絵
本
を
読
ん
だ
り
展
示
コ
ー
ナ

ー
の
玩
具
で
遊
ん
だ
り
、
川
を
眺

め
な
が
ら
ベ
ン
チ
で
ラ
ン
チ
も
素

敵
で
す
。
お
天
気
が
良
け
れ
ば
お

散
歩
も
で
き
ま
す
。

　
平
日
の
昼
間
の
お
出
か
け
に
、

ぜ
ひ
大
杉
谷
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
　
所
…
大
杉
谷
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
内
「
大
杉
谷
自
然
学
校
」

（
大
台
町
久
豆
１
９
９
）

開
室
日
…
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
７
月
、
８
月
の
「
森
の
な
か
の

　
お
部
屋
」
は
お
休
み
し
ま
す
。)

利
用
料
…
無
料

■
大
杉
谷
自
然
学
校

1
７
８
ー
８
８
８
８

広報おおだい
平成２３年４月号13

問 マ
マ
と
一
緒
に
お
い
で
よ
！

「
森
の
な
か
の
お
部
屋
」

　
大
規
模
な
地
震
の
後
に
は
、
災

害
に
便
乗
し
た
次
の
よ
う
な
点
検

商
法
や
詐
欺
が
横
行
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
公
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
称
で

　
「
家
屋
の
耐
震
診
断
を
す
る
」

　
と
言
っ
て
、
勧
誘
や
高
額
な
契

　
約
を
さ
せ
る
。

・
電
力
会
社
を
名
乗
り
「
地
震
後

　
の
点
検
」
と
言
っ
て
訪
問
し
、

　
修
理
と
称
し
て
高
額
な
料
金
を

　
請
求
す
る
。

・
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

　
金
会
の
名
を
か
た
り
、
担
当
者

　
個
人
と
称
す
る
銀
行
口
座
に
義

　
援
金
を
振
り
込
む
依
頼
は
が
き

　
や
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
る
。
公

　
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
称
で
自

　
宅
を
訪
問
し
、
お
金
を
求
め
る
。

※
義
援
金
は
確
か
な
団
体
を
通
し

て
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
口
座
が
そ
の
確
か
な
団
体
の

正
規
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

■
役
場
産
業
課

1
８
２
ー
３
７
８
６�

震
災
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法･

詐
欺
に
注
意
！

震
災
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法･

詐
欺
に
注
意
！

問

　
緑
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
…
。
実
は
全
部
同
じ
お
茶
の
葉
か
ら

作
ら
れ
る
の
で
す
。
大
台
町
で
は
普
通
煎
茶
の
生
産
が
多
く
、
神
瀬

地
内
や
一
部
の
農
家
で
深
蒸
し
煎
茶
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工

の
仕
方
が
違
う
だ
け
で
い
ろ
ん
な
風
味
が
楽
し
め
る
お
茶
。
あ
な
た

の
お
気
に
入
り
の
楽
し
み
方
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

Tea　time

お
茶
の
種
類

葉
脈
を
取
り
除
い
て
乾
燥
さ
せ

た
茶
葉
を
、
茶
臼
で
微
粉
末
に

し
た
も
の

覆
い
を
し
薄
暗
い
中
で
栽
培
し

た
茶
葉
で
作
る

寒
冷
紗
で
茶
園
を
覆
っ
て
育
て

た
茶
で
作
る

番
茶
に
米
を
混
ぜ
て
作
る

番
茶
な
ど
を
強
火
で
炒
っ
て
作

る伸
び
て
硬
く
な
っ
た
葉
や
茎
な

ど
で
作
る

蒸
す
時
間
を
煎
茶
よ
り
２
〜
３

倍
長
く
し
て
作
る

新
葉
を
摘
ん
で
す
ぐ
に
蒸
し
て

揉
ん
で
作
る

抹　茶
（てん茶）

玉露かぶせ茶玄米茶ほうじ茶番茶深蒸し
煎茶

普通
煎茶

煎　茶

茶　葉

発酵茶 半発酵茶 不発酵茶

紅　茶 ウーロン茶

茶園を被覆する茶園を被覆する茶園を被覆しない茶園を被覆しない

は
み
ゃ
く

ち
ゃ
う
す

か
ん
れ
い
し
ゃ

い

む

つ

も
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人
事
異
動
の
報
告

〜
新
入
職
員
の
紹
介
〜

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

町民福祉課
主事
木下　唯

町民室
主事

尾田　広人

川添保育園
保育士
西村　沙耶

三瀬谷保育園
保育士
谷　真帆

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
役

場
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
異
動
し
た
職
員
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
　
）
は
前
所
属

●
役
場
本
庁

【
総
務
課
】

危
機
管
理
特
命
監

　
　
　
片
田
　
幸
弘
　（
税
務
課)

【
企
画
課
】

係
長
　
西
村
　
光
弘
　（
税
務
課)

　〃
　　
西
出
　
覚
　
　（
産
業
課)

主
事
　
森
下
　
絵
梨
香(

町
民
福
祉
課)

【
税
務
課
】

主
幹
　
武
内
　
弘
行
　（
町
民
室)

主
事
　
野
呂
　
剛
史
　（
企
画
課)

【
町
民
福
祉
課
】

保
健
師
　
千
原
　
寛
子(

健
康
ほ
け
ん
課)

係
長
　
林
　
恵
梨
花(

教
育
委
員
会)

主
事
　
木
下
　
唯
　
　（
新
採
用)

【
健
康
ほ
け
ん
課
】

主
幹
　
辻
本
　
肇
　
　（
産
業
課)

係
長
　
伊
藤
　
真
史
　（
建
設
課)

主
事
　
青
木
　
誠(

大
杉
谷
出
張
所)

【
生
活
環
境
課
】

主
幹
　
小
野
　
裕
和(

三
重
県
か
ら
派
遣)

係
長
　
門
野
　
恭
行

(

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会)

【
産
業
課
】

係
長
　
山
下
　
晃(

三
重
県
へ
派
遣)

　〃
　　
直
江
　
優
徳(

健
康
ほ
け
ん
課
）

【
建
設
課
】

係
長
　
伊
豆
　
知
樹(

生
活
環
境
課)

【
会
計
課
】

主
幹
　
山
本
　
晃
史(

健
康
ほ
け
ん
課
）

【
教
育
委
員
会
】

課
長
　
野
呂
　
茂
生(

領
内
出
張
所)

主
幹
　
中
山
　
功
二(

町
民
福
祉
課)

●
宮
川
総
合
支
所

【
町
民
室
】

主
幹
　
余
谷
　
公
彦
　（
崇
雲
寮)

係
長
　
中
田
　
正
子
　（
会
計
課)

主
事
　
尾
田
　
広
人
　（
新
採
用)

●
病
院
・
出
張
所
・
保
育
園
・

　
学
校

【
日
進
出
張
所
】

主
幹
　
木
下
　
み
の
り(

町
民
室)

【
領
内
出
張
所
】

所
長
　
湯
谷
　
静
也(

教
育
委
員
会)

係
長
　
岡
本
　
恵
子(

生
活
環
境
課)

【
大
杉
谷
出
張
所
】

係
長
　
松
本
　
幸
輝(

領
内
出
張
所)

【
日
進
保
育
園
】

保
育
士
　
北
村
　
千
恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　(

三
瀬
谷
保)

【
川
添
保
育
園
】

保
育
士
　
西
村
　
紗
耶(

新
採
用)

【
三
瀬
谷
保
育
園
】

保
育
士
　
西
田
　
貴
子

　
　
　(

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー)

　
〃
　
　
谷
　
真
帆
　(

新
採
用)

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

保
健
師
　
西
山
　
雅
予(

健
康
ほ
け
ん
課)

保
育
士
　
阿
部
　
奈
緒(

日
進
保)

●
派
遣

【
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
】

係
長
　
林
　
哲
也(

日
進
出
張
所)

【
三
重
県
企
業
庁
】

主
事
　
中
西
　
秀
文
　（
企
画
課)

●
退
職

鈴
木
　
恒
　
　
　（
教
育
委
員
会)

中
谷
　
広
子
　
　
（
報
徳
病
院)

藤
井
　
智
子
　
　
　（
三
瀬
谷
保)

係○

保
健
師
・
保
育
士
の
役
職
　
　
…
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
主
幹

主○

係○ 係○主○ 主○

主○



お元気ですかお元気ですか

保健師です保健師です

たばこ学習会に
ついて

　
大
台
町
で
は
、
小
学
６
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
を
対
象
に
鈴
鹿
回

生
病
院
呼
吸
器
外
科
の
松
島
康
医

師
を
講
師
に
、
た
ば
こ
学
習
会
を

年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
６
年
生
98
名
を
対

象
に
講
演
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
　
家
族
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

　
　
る
人
は
い
ま
す
か
？

　
　
父
親
の
喫
煙
が
、
34
名
（
３

　
　
４
・
７
％
）
と
高
く
、
母
親

の
喫
煙
も
７
名
（
７
・
１
％
）
で

あ
っ
た
。

　
　
自
分
の
健
康
に
及
ぼ
す
タ
バ

　
　
コ
の
害
に
つ
い
て
理
解
で
き

ま
し
た
か
？

　
　
84
名(

８
５
・
７
％)

が
理
解

　
　
で
き
た
。

　
　
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
に
つ
い

　
　
て
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

　
　
84
名(

８
５
・
７
％)

が
理
解

　
　
で
き
た
。

　
　
が
ん
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

　
　
80
名(

８
１
・
６
％)

が
理
解

　
　
で
き
た
。

　
　
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
が
か
っ

　
　
こ
い
い
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
「
思
わ
な
い
」
が
82
名
（
８

　
　
３
・
７
％)
と
多
か
っ
た
が
、

「
思
う
」
が
２
名(
２
・
０
％)

、「
わ
か

ら
な
い
」が
15
名(

１
５
・
３
％)

で
、

「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
う
子
も
い
た
。

　
　
大
人
に
な
っ
た
ら
喫
煙
し
て

　
　
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
「
喫
煙
し
て
い
る
と
思
わ
な

　
　
い
」
が
62
名(

６
３
・
３
％)

と
多
か
っ
た
が
、「
わ
か
ら
な
い
」

が
36
名(

３
６
・
７
％
）
も
い
た
。

　
　
家
族
の
喫
煙
を
止
め
さ
せ
た

　
　
い
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
「
思
う
」
が
82
名(

８
３
・
７

　
　
％)

い
た
。
ど
う
し
た
ら
止
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
小
学
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

の
４
年
間
の
学
習
を
通
し
て
、
た

ば
こ
が
自
分
自
身
や
周
り
の
人
へ

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
作
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
が

自
分
で
決
定
し
て
い
く
強
い
意
志

を
感
じ
ま
し
た
。

　
最
近
、
病
院
の
禁
煙
外
来
は
保

険
適
応
な
の
で
、
医
師
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
禁
煙
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
、
み
ん
な
で
励
ま
し

あ
い
な
が
ら
禁
煙
を
し
て
い
く
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
、
行
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
役
場
健
康
ほ
け
ん
課

1
８
２
ー
３
７
８
５

禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
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小学６年生の児童の意見から

・これからはタバコを吸っている人にタバコをや
　めさせたいし、自分もタバコを吸いたくないと
　思った。
・すごくいい話だった。お父さんにやめるように
　言いたいです。
・タバコは悪いのはわかっていたけどこんなに悪
　いなんて思わなかった。私は吸わないようにし
　ようと思った。
・タバコは未成年で吸うとまだ体ができていなく
　てガンなどにかかりやすいことが分かった。い
　い勉強になりました。
・タバコは吸っている人だけが病気にかかるので
　はなく煙も体に良くないことを知った。
・タバコは軽い気持ちで吸い始めてはいけないと
　いうのがわかりました。
・タバコで、がんなどになりやすくなるのは知っ
　ていたけど、赤ちゃんなどにも害があるとわか
　らなかったので、よくわかってよかったです。

問問 答

問答問答問答問答問

答

答



日
進
出
張
所

臨
時
職
員
の
募
集

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
川
添
出
張
所
だ
よ
り

川
添
出
張
所
だ
よ
り

川
添
出
張
所
だ
よ
り
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職
種
…
日
進
出
張
所(

日
進
公
民
館)

　
　
　
事
務
補
助
員

募
集
人
員
…
１
名

応
募
資
格
…

次
の
条
件
を
満
た
す
方

�
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
方

�
大
台
町
に
住
所
を
有
す
る
方

�
初
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

　
で
き
る
方
で
、
公
民
館
活
動
に

　
関
心
が
あ
る
方

�
日
進
出
張
所
へ
通
勤
で
き
る
方

�
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法
…
役
場
総
務
課
、
宮
川

総
合
支
所
町
民
室
、
各
出
張
所
で

配
布
す
る
申
込
書
と
、
申
込
書
に

記
載
さ
れ
た
書
類
を
、
日
進
出
張

所
へ
直
接
も
し
く
は
郵
送
で
提
出

応
募
期
限
…
平
成
23
年
５
月
２
日

試
験
…
書
類
審
査
、
面
接
試
験

採
用
予
定
日
…
平
成
23
年
６
月
１

日■
日
進
出
張
所

1
８
５
ー
０
２
１
１

　平成２３年２月２３日に開かれた入札会の
結果、次のとおり落札業者が決まりました。

林道茂原支線災害復旧工事 茂原 平成23年3月31日限り　116,625,600 87,470,250

※契約締結日　平成２３年３月１８日

工事等の入札結果について
（予定価格及び落札価格の単位：円（税込み額））

平成２３年２月２３日入札物件 履行場所 履行期限 予定価格 落札価格 落札業者

カネセ建設(株)

問

■役場総務課　1８２－３７８１問

　
２
月
26
日
、
健
康
ふ
れ
あ
い
会

館
で
お
母
さ
ん
方
が
中
心
と
な
り
、

子
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
小
学
生
に
よ
る
抹
茶
、
中
学
生

に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
小
中
高

生
に
よ
る
お
ど
り
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

　
前
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
餅
を
つ
い
て
い
た
だ
き
、

当
日
に
中
学
生
が
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
に
や
さ
し
く
お
餅
拾
い
を
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
竹
と
ん
ぼ
、
風
ぐ
る

ま
、
積
木
遊
び
、
風
船
ア
ー
ト
、

箸
づ
く
り
な

ど
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ

ん
を
は
じ
め
、

お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ま
で

大
勢
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ

て
遊
ん
だ
り
、

作
っ
た
り
と

た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
や
中
学
生
は

「
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
が

す
ご
く
か
わ
い
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
も
自
分
よ
り
大
き
な
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
が
大
好
き
な
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ベ
ビ
ー
服
・
ベ
ビ
ー
カ

ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
リ

サ
イ
ク
ル
も
大
好
評
で
し
た
。
こ

の
様
に
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
様
々
な
体
験
を
重
ね
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い
や
り
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
心
豊
か
に
育
っ

て
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
応
援

し
た
い
も
の
で
す
。

中学生が優しく赤ちゃんにお餅まき

子
ど
も
た
ち
が
抹
茶
で

お
も
て
な
し

1
８
３
ー
２
８
７
７



こども歌舞伎発表会
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トウインヤエヤマザクラとイヌナシが見ごろを迎えます

日　時　平成23年5月29日（日）　開演　午後２時（開場30分前）

演　目　「神霊矢口渡　頓兵衛住家の場」、「白浪五人男　稲瀬川勢揃いの場」

ところ　東員町総合文化センター　ひばりホール

入場料　無　料（整理券必要・４月27日配布開始予定）

整理券取扱場所　東員町総合文化センター、笹尾連絡所、松の会事務局
（整理券は数に限りがございますので、下記までお問い合わせください）

■東員町教育委員会　10594‐86‐2816�
■こども歌舞伎実行委員会(松の会事務局)　10594‐76‐8899

ズームアップズームアップ とういんとういん ４月号

問

問
問

問

国際交流員国際交流員
徐デイビット徐デイビット

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　この前、関東に旅行に行きました。日本
の観光地には、とてもたくさんの台湾人が
います。普通に道を歩いていると、台湾語
や台湾なまりの中国語がどんどん耳に入っ
てきました。英語を聞いても、アメリカを
恋しく思いませんが、台湾語を聞くともの
すごく台湾に戻りたくなります。
　台湾には日本との共通点がたくさんあり
ます。家に入ると、玄関で靴を脱ぎますし、
結婚式といったような行事に参加したら、
祝儀を渡します。細かいところでは、大人
はいつも名刺を持ち、両手で渡し、両手で
もらいます。
　長年にわたって、気づいた面白いことは、
たくさんの台湾人はかなり迷信深いことで
す。去年の新年に、株式仲買業者に勤める
知り合いと食事しました。料理が並ぶと、
彼はその料理一つ一つに牛肉が入ってない
か確認しました。強気の市場（ブル・マー
ケット）に縁起の悪いことをしないため、

牛肉をやめたそうです。また、別の日の夜、
友人と散歩していたら、気分がよくて口笛
を吹き始めました。しかし、すぐに怒られ
てしまいました。夜に口笛を吹いたら、悪
霊を呼び寄せると、友人が主張しました。
　台湾の社会では贈答文化が強いです。友
人や知人の家を訪ねるたび、贈り物やお土
産を贈るので、縁起の悪いギフトを贈らな
いよう、ギフトを注意深く選ぶ必要があり
ます。時計のような死と関連ある物は避け
ます。また、台湾語や中国語では同音異義
語が多いので、大事なルールがあります。
縁起の悪い言葉と似たような発音をするギ
フトを贈らないことです。例えば、「傘」
は「散」と同じ発音で、友人との縁が切ら
れるという象徴があるので、傘は絶対に友
人へ贈らないようにします。

台
北
の
夜
景

４月上～中旬
（東員町指定天然記念物）

■東員町役場社会教育課
　10594‐86‐2816

　トウインヤエヤマザクラは世界
的にも珍しい、２本のめしべを持
つ野生のコノハナザクラです。赤
褐色の葉とともに、淡紅色で八重
咲きの花をつけます。イヌナシは、
周伊勢湾地域に分布する希少種で、
野生ナシの中で最も原始的な種。
白い小さな花をつけます。

第２号トウインヤエヤマザクラ

場所：北部山田溜公園
（三岐鉄道北勢線東員駅下車、オレン
　ジバス南北線「城山口」下車すぐ）

場所：厳島神社
（三岐鉄道北勢線穴太駅下車、オレン
　ジバス東部線「東員病院前」下車すぐ）

問

第１号トウインヤエヤマザクラ・イヌナシ第１号トウインヤエヤマザクラ・イヌナシ



紫
明
俳
句

遠
き
日
の
懐
炉
の
袋
天
鵞
絨
　
　
　
　
貞
子

冷
め
て
来
し
懐
炉
さ
す
り
て
法
事
寺
　
政
枝

嬰
児
の
静
か
な
寝
息
木
の
芽
風
　
　
つ
ぎ
よ

陽
の
ぬ
く
み
葉
牡
丹
の
芯
盛
り
上
る
　
よ
み

野
地
蔵
の
辺
り
囲
み
て
落
椿
　
　
　
ナ
ツ
エ

少
女
ら
の
雪
で
拵
う
お
雛
様
　
　
　
　
瞳

早
々
と
マ
ネ
キ
ン
春
を
披
露
せ
り
　
　
則
也

噂
聞
く
う
そ
も
ま
こ
と
も
春
め
け
る
　
仁
志
夫

日
進
俳
句
グ
ル
ー
プ

遊
ぶ
児
の
声
た
か
だ
か
と
春
の
雪
　
　
桃
花

石
垣
に
春
泥
は
ね
て
出
勤
車
　
　
　
　
鈴
菜

南
天
の
雪
の
重
さ
を
叩
き
け
り
　
　
　
春
日

年
か
さ
ね
三
寒
四
温
に
身
を
ま
か
す
　
梢

手
作
り
の
雛
飾
り
て
華
や
ぎ
ぬ
　
　
　
蓮
実

一
重
ず
つ
衣
は
ぐ
て
ふ
蕗
の
薹
　
　
　
静

年
豆
を
明
日
に
残
し
て
夫
早
寝
　
　
　
飛
鳥

愛
の
手
を
素
直
に
受
け
て
冬
薔
薇
　
　
初
瀬

大
台
俳
句
グ
ル
ー
プ

ゼ
ロ
ひ
と
つ
省
き
し
数
の
年
の
豆
　
　
幸
子

も
の
の
芽
や
明
る
き
う
ち
に
寺
の
鐘
　
草
坪

問
診
に
少
し
嘘
書
き
春
寒
し
　
　
　
　
恵
子

豆
撒
き
や
鬼
の
泣
き
ゐ
る
保
育
園
　
　
照
子

一
病
の
杖
を
離
れ
て
青
き
踏
む
　
　
　
翠
亭

和
菓
子
屋
の
ケ
ー
ス
の
中
や
草
の
餅
　
幸
太

妻
の
熟
寝
毛
布
の
波
に
沈
み
を
り
　
　
進

年
の
豆
齢
の
数
だ
け
ポ
ケ
ッ
ト
に
　
　
絢
子

余
命
な
ど
神
に
任
せ
て
青
き
踏
む
　
　
宏
子

繕
ひ
の
母
の
影
置
く
春
障
子
　
　
　
あ
き
子

新
雪
の
足
跡
つ
づ
く
ポ
ス
ト
ま
で
　
　
順
一

乙
女
ら
の
恋
占
ひ
や
青
き
踏
む
　
　
千
鶴
子

春
潮
や
願
ひ
の
石
を
磐
の
陰
　
　
　
　
剛
子

よ
き
報
せ
に
空
晴
れ
わ
た
り
青
き
踏
む
　
光
子

青
き
踏
む
散
歩
つ
い
で
の
遠
回
り
　
　
好
子

ひ
と
り
だ
け
遅
る
る
青
き
踏
み
に
け
り
　
令
子

船
乗
り
の
陸
の
ひ
と
と
き
青
き
踏
む
　
路
傍
子

雫
し
て
森
青
蛙
生
ま
れ
け
り
　
　
　
　
俊
雄

文
芸
大
台

文
芸
大
台

文
芸
大
台

図書館だより ４月号 ■町立図書館　1８４－１１００　■荻原公民館　1７６－０１７１問 問

－おはなしプーさん読み聞かせ会－

－ 図書館休館日 －

毎週火曜日、４月２８日（木）、４月２９日（金）
－町立図書館　今月の特集－
４月のテーマは 「健康」

体調をくずしやすい季節、健康について考えてみませんか？
荻原公民館図書室　おすすめBOOK

４月のテーマ　花

（一般書）『麒麟の翼』 東野圭吾／著　講談社�
寒い夜、日本橋の欄干にもたれかかる男に声をかけた巡査が見たのは、胸に刺さったナイフだった。
大都会の真ん中で発生した事件の真相に、加賀恭一郎が挑む。
（児童書）『くるまかします』鈴木まもる／作・絵  教育画劇
さあ、きょうはどんなくるまがいいですか？しょうぼうしゃにパトカー、きゅうきゅうしゃ、
こまったときには いつでもどうぞ！いろんな くるまが せいぞろい。

日　時：４月９日(土)１０:３０～１１:００
場　所：図書館２階　おはなしの部屋

新

刊

紹

介

町立図書館新刊

（一般書）『死なないでいること、生きるということ』中岡亜希／著　学研パブリッシング
筋肉が消えていく難病をかかえながらも、すべてのときを笑顔で「いまを生きる」元客室乗務員からの感動のメッセージ。
（児童書）『のえんどうと１００人のこどもたち』甲斐信枝／作　福音館書店�
丘の上で生まれたノエンドウ。早く外の世界を見たいと願っていると...。

荻原公民館図書室新刊

『山麓トレッキング花ガイド』中村至伸／撮影・著　ほおずき書籍
片手で持ち歩けること、花の色で植物名を簡単に調べら
れることをコンセプトにした使いやすいガイドブック。
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び
ろ
う
ど
う

こ
し
ら

そ
う
び

う
ま
い

い
わ



せ い き こ こ ろ

だい かい おおだいちょう じんけん

～第１１回大台町人権フェスティバル～

【担当：大台町人権教育研究協議会】
たんとう おおだいちょう

がつ にち にち だい

ちょうみん みな じんけん りかい にんしき ふか さべついしき かいしょうたい

はか まいとしおこな こんかい にん さんか

まつさか

ちょうない

みやがわちゅうがっこう

きょうわちゅうがっこう

おおだい

えいが

くるま

こんかい さんか かた

ほし かんどう えいが おし

さいさいこう はんにち

わかもの しんけん ちからづよ さべつ もんだい む あ

おとな もんだい じぶん む あ

む あ おも ことし さんか

ちゅうがくせい みな さべつ たい いけん き かんしん ぼし みな

ちからつよ じんけん むね う き さべつ

かぎ ひろ きたい すば きかい

おお かんそう

じんけん き むず かん かた おも み まわ じぶん

おも きかい いちどじんけん かんが

ゆる ひと わ

じょせい あ かん あつ としよ くるま だい おく こころあたた じつわ

いっぽ すす じょうえい

ぼし じんけん うた かた じんけんそんちょう つた

ちゅうがっこう にど

わたし そぼ

ちゅうがっこうせいと じんけんさくぶんろうどく

しょうぎょう こうこう ねんせい えんそう

かいおおだいちょうじんけん おおだいちょうけんこう かいかん かいさい

じんけんきょういくけんきゅうきょうぎかい

おおだいちょう きょういくいいんかい

　３月６日（日）に第１１回大台町人権フェスティバルを、大台町健康ふれあい会館で開催しま
した。このフェスティバルは、町民の皆さんの人権に対する理解と認識を深め、差別意識の解消
を図るため毎年行っており、今回は１１６人の参加がありました。
●松阪商業高校３年生によるギター演奏
●町内３中学校生徒による人権作文朗読　
　宮川中学校　「私の祖母」
　協和中学校　「いじめについて」
　大台中学校　「もう二度とさせない」
●いちばん星による人権コンサート（歌と語りで人権尊重を伝えました。）
●映画「ポコアポコ～いっぽ一歩ゆっくり進もう～」の上映
　（車イスの女性が空き缶を集めお年寄りに車イスを１００台も送った心温まる実話でした。）
　今回のフェスティバルに参加された方たちからは

など多くの感想をいただきました。
　人権と聞くと難しいと感じる方もみえるかと思いますが身の周りで自分たちにもできることが
たくさんあると思います。これを機会に、もう一度人権について考えてみてはいかがでしょうか。

○19 広報おおだい
平成２３年４月号

大台町教育委員会

　
日
頃
は
ご
み
の
分
別
、
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
利
用
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

て
い
る
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
ま

だ
再
生
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る

紙
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
各
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
（
ご

み
袋
を
開
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。
調
査
期
間
は
、
平
成
23
年

４
月
か
ら
12
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
役
場
生
活
環
境
課

1
８
２
ー
３
７
８
７

問 ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ご
み
調
査
に
ご
協
力
を

ギターでしびれ、いちばん星で感動し、映画に教えられ、

７３歳最高の半日でした。

こんなにも若者が真剣に、また力強く差別の問題に向き合っているの

ですから、大人ももっとこの問題に、また自分に向き合わないと…。

向き合っていきたいと思います。今年も参加できてよかったです。

中学生の皆さんのいじめや差別に対するしっかりした意見を聞いて感心し、いちばん星の皆さん

の力強い人権コンサートにも胸を打たれました。来てよかったです。差別を許さない人の輪が、

限りなく広がることを期待させる素晴らしい機会でした。



『
新
・
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
補
助
金
制
度
』

　
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い

図
書
館
行
事
の
お
知
ら
せ

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
本
田
木
屋

粗
大
ご
み
集
積
所
で
、
物
を
大
切

に
し
て
繰
り
返
し
使
い
続
け
て
い

く
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

会
場
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出

展
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

開
催
日
…
平
成
23
年
５
月
29
日(

日)

会
場
…
本
田
木
屋
粗
大
ご
み
集
積
場

出
展
料
…
無
料

区
画
…
２
ｍ
×
２
ｍ
、1.5
ｍ
×
４
ｍ

出
品
物
…
不
用
品
、
衣
類
、
手
作

　
り
品
、
野
菜
な
ど

申
込
…
平
成
23
年
５
月
13
日(

金)

　
ま
で
に
役
場
生
活
環
境
課
へ
電

　
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
役
場
生
活
環
境
課

1
８
２
ー
３
７
８
７�

　
８
２
ー
２
５
６
５

　
〜
ぴ
よ
ぴ
よ 

お
は
な
し
会
〜�

　
歌
、
手
遊
び
を
ま
じ
え
た 

絵
本

の
読
み
き
か
せ
会
で
す
。�

日
時
…
平
成
23
年
４
月
14
日(

木)

　
　
　
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

対
象
…
赤
ち
ゃ
ん
・
幼
児

場
所
…
町
立
図
書
館
２
階 

お
は
な

　
し
の
部
屋�

　
〜
熟
年
者
の
活
き
い
き
展
〜

　
写
真
、
大
ひ
ょ
う
た
ん
、
木
工

細
工
、
絵
手
紙
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

展
示
期
間
…
平
成
23
年
４
月
10
日

（
日
）
〜
４
月
30
日
（
土
）

場
所
…
町
立
図
書
館
２
階

■
町
立
図
書
館

1
８
４
ー
１
１
０
０

日
時
…
平
成
23
年
５
月
15
日(

日)

　
　
　
午
前
10
時
〜
　
雨
天
決
行

場
所
…
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
プ
ラ
ザ

　
　
（
多
気
町
）

内
容
…
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
お

　
よ
び
抽
選
に
よ
る
提
供
（
抽
選

　
券
配
布
時
間
は
午
前
10
時
〜
正

　
午
）
、
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
、
フ

　
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
コ
ー

　
ナ
ー
、
分
別
説
明
コ
ー
ナ
ー
、

　
施
設
見
学

　・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集
・

区
画
…
２
ｍ
×
５
ｍ
程
度
、
１
グ

　
ル
ー
プ
１
区
画
の
み

出
展
料
…
無
料

申
込
…
平
成
23
年
４
月
28
日(

木)

　
ま
で
に
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
プ

　
ラ
ザ
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

■
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
プ
ラ
ザ

1
０
５
９
８
ー
４
９
ー
４
３
１
１

　
大
台
町
で
は
ご
み
の
減
量
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
す
る
こ
と
に
よ
り
貴
重
な
資

源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
の

重
要
性
を
広
く
普
及
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
処
理
機
の
購
入

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
１
世
帯
１

回
限
り
で
し
た
が
、
平
成
23
年
４

月
１
日
よ
り
、
５
年
が
経
過
し
て

い
れ
ば
再
度
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
町
が
推
進
す
る
生
ご
み
堆
肥
化

事
業
に
お
い
て
使
用
す
る
処
理
機

（
生
ご
み
堆
肥
化
一
次
処
理
ケ
ー

ス
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
回
数
の

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も

堆
肥
化
の
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
機
器
…
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
で

　
き
る
装
置
（
電
気
式
、
コ
ン
ポ

　
ス
ト
、
堆
肥
化
一
次
処
理
ケ
ー

　
ス
な
ど
）

補
助
金
額
…
購
入
金
額
の
２
分
の

　
１
（
上
限
：
電
気
式
３
０，
０
０

　
０
円
、
非
電
気
式
４，
０
０
０
円

■
役
場
生
活
環
境
課

1
８
２
ー
３
７
８
７

問

問

問

問

制度や募集、イベント・行事
のお知らせなどを掲載します。
　　…問い合わせ先
　　…電話番号
　　…ファックス番号
　　…インターネットホームページアドレス
　　…電子メールアドレス

大
台
町
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集

香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
開
催
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集

○広報おおだい 20平成２３年４月号



○

　
法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び

そ
の
支
局
の
常
設
人
権
相
談
所
の

電
話
番
号
が
、
次
の
と
お
り
統
一

さ
れ
ま
す
（
４
月
18
日
か
ら
の
予

定
）
。

　
な
お
、
統
一
化
後
に
お
い
て
も
、

従
前
の
電
話
番
号
に
電
話
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

統
一
電
話
番
号

　
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
１
１
０
番
）

■
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

1
０
５
９
ー
２
２
８
ー
４
１
９
３

�

　
県
内
の
福
祉
職
場
等
へ
の
就
労

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
研
修
等
）
を
年
３
回
実
施
し
ま

す
。
参
加
要
件
は
、
現
在
離
職
さ

れ
て
い
る
こ
と
等
で
す
。

募
集
期
限
…
平
成
23
年
５
月
25
日

実
施
期
間
…
平
成
23
年
６
月
〜
８
月

会
場
…
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

募
集
人
数
…
50
人

参
加
費
…
無
料(

一
部
実
費)

■
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

　
人
材
部

1
０
５
９
ー
２
２
７
ー
５
１
６
０

�

日
時
…
平
成
23
年
５
月
13
日(

金) 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分�

受
付
期
限
…
平
成
23
年
４
月
28
日

（
木
）
ま
で

会
場
…
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合

　
消
防
本
部
２
階 

会
議
室(

佐
原)�

定
員
…
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。)

内
容
…
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱

　
者
試
験
の
受
験
予
定
者
を
対
象

　
と
し
た
内
容

受
講
料
等
…
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト

　
代
が
別
途
必
要
で
す
。
　

そ
の
他
…
申
込
書
、
試
験
願
書
等

　
は
奥
伊
勢
消
防
署
、
紀
勢
分
署
、

　
南
島
分
署
、
宮
川
出
張
所
各
分

　
署
に
あ
り
ま
す
。

注
　
予
備
講
習
を
申
し
込
む
方
は
、

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
申
請
（
願

　
書
提
出
）
の
手
続
き
を
お
忘
れ

　
な
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
紀
勢
地
区
防
火
協
会
事
務
局

1
８
２
ー
３
６
１
３�

　
大
台
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

特
定
任
意
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、

受
講
日
か
ら
６
か
月
の
間
、
更
新

時
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
講

習
対
象
者
の
方
は
、
特
定
任
意
講

習
を
受
講
し
て
も
高
齢
者
講
習
は

免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
時
…
平
成
23
年
５
月
１
日(

日)

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
…
大
台
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
第
三
研
修
室(

弥
起
井)

■
大
台
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

　
局

1
８
２
ー
３
０
９
０

問

問問

問 常
設
人
権
相
談
所
電
話
番
号

　
の
統
一
化
に
つ
い
て

ヘ
ル
パ
ー
研
修
の

　
　
　
　
参
加
者
募
集

危
険
物
取
扱
者

　
　
試
験
予
備
講
習
会

特
定
任
意
講
習
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

広報おおだい
平成２３年４月号21

ここは有料広告欄です

ＥＣＣジュニア
英語・英会話

多気大台教室

英検受検準会場登録

※Ｈ２３年度新入生予約受付中

対象：幼児　小学生　中学生　高校生　大人

無料体験授業予約受付中

大台町下三瀬 0598-82-3309TEL

書写

文字の上達を実感してみませんか

お気軽にお問い合わせください。 指導者　中西

子どもから大人まで学習いただけます
毎週金曜日 午前10時～正午

午後２時～６時
毎週土曜日 午前９時～正午

佐原教室 1050ー1418ー8244



コーナーリサイクル
くる・くる

譲ってください（使用可能なもの）

・家を壊した時に出る赤土

・はかり（３０ｋｇ用）

・大人用自転車

■役場生活環境課　1８２ー３７８７

・ほうろく

・空き缶つぶし器

譲ります

・マッサージ機 ・ソファーベッド

リサイクル回収

４月の暮らしカレンダー

●アルミ缶・牛乳パックの回収
・実施団体…たんぽぽの会
・回収日時…４月１７日（日）
　　　　　　午前９時～正午まで
・回収場所…日進公民館
　　　　　　長ケ集会所
　　　　　　中央公民館（川添小学校前）
　　　　　　就業改善センターの各広場
■役場生活環境課　1８２－３７８７問

やまびこ対話

心配ごと相談

●４月１１日（月）　
　グリーンプラザおおだい(栃原) �
●４月２０日（水）
　宮川福祉センター(江馬) 　 
●５月１０日（火）
　地域福祉センター（粟生）

■大台町社会福祉協議会　1８３－２８６２問

こころの病気や悩みについて
専門医師に気軽に相談できます。

日　時 ４月１８日（月）
午後１時３０分～４時３０分

５月９日（月）
午前９時３０分～正午

場　所 松阪保健所（三重県松阪庁舎内）

予約先 松阪保健所地域保健課
1０５９８－５０－０５３２

こころの健康相談

こころの病気や悩みについて、
臨床心理士に気軽に相談できます。

日　時

場　所 健康ふれあい会館（粟生）

予約先 役場町民福祉課
1８２－３７８３

精神科クリニック家庭相談

■役場企画課　1８２－３７８２ 問

　平成２２年度の町県民税・固定資産税・
国民健康保険税、軽自動車税の納付はお済
みでしょうか？納付がまだの方は、至急納
付をお願いします。

※納期限までに納付されなかった場合や口
　座振替ができなかった場合は、毎期督促
　状を発送します。督促状は、１通につき
　１００円の手数料が加算されます。また、
　納期限までに納付されなかった方には、
　延滞金がかかる場合があります。

町税納付のお知らせ

■役場税務課　1８２－３７８４問

問

●弁

記号は相談所の併設を表します
●…弁護士がいます弁

町長と直接会って話しませんか。
行政への率直なご意見をお聞かせください。

４月２２日　午前９時～　役場本庁
　　　　　　午後１時～　領内出張所
※30分刻みで予約を受付いたします。（予約優先）
※日時に変更があった場合は防災行政無線・ケーブル
　テレビ文字放送でお知らせします。

○広報おおだい 22平成２３年４月号

相談時間は午前９時～正午です 町税は
　納期限内に納付しましょう。



■大台町子育て支援センター　　83-3500　■83-2007　■kosodate@odaitown.jpFAX

　４月　８日（金）

　４月１１日（月）

　４月１４日（木）

　４月１８日（月）

　４月１９日（火）

　４月２０日（水）
　

　４月２１日（木）
　

　４月２２日（金）
　

　４月２５日（月）
　

　４月２７日（水）
　

　４月２８日（木）
　

　５月　２日（月）

　５月　６日（金）
　

　５月　９日（月）

　月　日（曜日）

健康ふれあい会館（粟生）

就業改善センター（佐原）

健康ふれあい会館（粟生）

宮川福祉センター（江馬）

日進公民館（新田）

健康ふれあい会館（粟生）
　

宮川保育園横あっぷっぷ広場（江馬）
　

健康ふれあい会館（粟生）
　

就業改善センター（佐原）
　

健康ふれあい会館（粟生）
　

宮川保育園横あっぷっぷ広場（江馬）
　

健康ふれあい会館（粟生）

真手地域総合センター(下真手）
　

就業改善センター（佐原）

10:30～

10:00～

10:00～

10:00～

10:00～

10:00～
　

10:00～
　

10:30～

10:00～

11:00～

11:00～

10:00～

11:00～

 9:30～

10:30～
　

10:00～

★親子リトミック教室

　おでかけサロン

★臨床心理士による子育て相談

★わくわくクッキング（自主サークル）

　おでかけサロン

★カンガルー教室（１歳までの親子対象）

　乳幼児相談

　おでかけサロン

★はじめましての会

　おでかけサロン

　おひざでだっこの会

　おひざでだっこの会

　おでかけサロン

　おひざでだっこの会

★こどもこころ家庭相談

★親子リトミック教室

　乳幼児相談

　おでかけサロン

内　　　容 場　　　所 時　間

★…事前申込が必要です。

問

２３年度　子育て支援事業内容のご案内

○広報おおだい平成２３年４月号23

親子リトミック教室・・

カンガルー教室・・・・

子育て相談

こどもこころ家庭相談・

おひざでだっこの会・・

乳幼児相談・・・・・・

乳児訪問・・・・・・・

おでかけサロン・・・・

ちゃちゃちゃ会・・・・

園庭開放・・・・・・・

親子ふれあい広場・・・

あおぞら広場・・・・・

妊婦教室・・・・・・・

離乳食・幼児食教室・・

ブックスタート・・・・

音楽をとおして親子がふれあい、交流を図ります。（毎月１回）

１歳までの乳児とその保護者が対象で、ベビーマッサージ・親子ヨガ・骨盤ケ

ア・癒しの音楽鑑賞などの講座を開きます。（毎月１回）

子育て、お子さんの成長・発達、お子さんへの接し方について、臨床心理士が

相談をお受けします。（毎月２～３回）

リフレッシュ大台からアドバイザーを招き、絵本を読んでいただきます。（毎月４回）

お子さんの身体計測、育児相談、栄養相談を行います。（毎月２～３回）

生後２か月頃の赤ちゃんの身体計測や育児相談を行います。（毎月実施）

子育て支援センター担当者が地域へ出向きます。（宮川地区・三瀬谷地区・日進地区）

自主サークルほほえみサポーターズさんにお抹茶を立てていただきます。（年４回）

子育て支援センター利用者が園庭で交流を図ります。（園庭開放以外の日につ

きましても、園庭は解放しています。）

季節の行事をとおして交流を図ります。（はじめましての会・なかよしうんど

う会・クリスマス会・おおきくなったね会・こどもまつりなど）

良い季節に大台町の自然の中で交流を図ります。（年５・６回）

妊娠期から出産について助産師・栄養士による講話。妊婦さん同士や、子ども

を持つお母さんとの交流会。（年３回）

栄養士のお話と調理実習・試食を行います。（毎月１～２回）

絵本をとおして親子のスキンシップの取り方を図書館司書がお話しします。（毎月１回）

子育て支援

※事業の詳細は子育て支援センターにお問い合せください。年間事業一覧表を用意しています。



お
名
前
　
　
　
保
護
者
　
住
　
所

堤
　
　
雫
樹
　
崇
　
　
　
上
　
菅

田
中
　
大
地
　
慎
一
　
　
柳
　
原

中
山
　
佳
音
　
孝
昭
　
　
小
切
畑

粂
井
　
佑
心
　
孝
文
　
　
上
　
楠

橋
爪
　
琴
羽
　
隆
人
　
　
　
薗

お
名
前
（
夫
・
妻
）
　
　
住
　
所

名
和
　
宏
樹
・
あ
ゆ
み
　
弥
起
井

お
名
前
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所

信
田
　 

靜
　
　
　
　
　
　
唐
　
櫃

花
淵
　
あ
い
子
　
　
　
　
弥
起
井

小
出
　
房
江
　
　
　
　
　
下
真
手

秋
豆
　
き
よ
　
　
　
　
　
菅
木
屋

村
田
　
力
三
　
　
　
　
　
新
　
田

編集・発行　大台町役場企画課　〒５１９－２４０４　三重県多気郡大台町佐原７５０番地　　０５９８-８２-３７８２　印刷　かね正印刷

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

・
平
成
23
年
２
月
16
日
〜
23
年
３
月
15
日

受
付
分
。
掲
載
は
届
出
の
際
に
依
頼

さ
れ
て
い
ま
す
（
す
べ
て
敬
称
略
）。

★☆

★☆

★☆

な
ぎ

だ
い
ち

か
の
ん

ゆ
う
し
ん

こ
と
は

さなやまと

栗谷　咲那ちゃん（栗谷）
篤さん、利枝さんのお子さん

毎日たくさんの幸せをありがとう。
ニコニコ元気に育ってね★

積木　大和 くん （新田）
利昌さん、ゆかりさんのお子さん
いっぱい食べていっぱい遊んで
元気に大きく育ってます。

＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊＊
＊
＊
＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊
＊
＊
＊
＊
＊＊
＊
＊
＊
＊

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊＊

末
永
く
お
幸
せ
に

　
松
阪
市
及
び
松
阪
地
区
歯
科
医

師
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
歯
の
健

康
ま
つ
り
２
０
１
１
」
を
子
ど
も

支
援
研
究
セ
ン
タ
ー(

川
井
町)

で

平
成
23
年
６
月
５
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　 

こ
の
中
で
「
親
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
者
の
表
彰
」

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。�

応
募
資
格
…
平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
３
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親
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月
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日

（
金
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合
わ
せ
先
…
松
阪
市

歯
科
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ン
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ー
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い
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ー
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加
者
募
集


